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特定うに営利活動法人歴史と出会えるまちづくり船場城西の会  ‐
 ~

事務月●下山裕史 子0,0∞35妬路市琴励町 26611す00033 6 1 , 0 6 5わたいい206切31

0月 Ⅲヽ 日(金)神 姫観光さまに

当地区の極力再発見の趣富て地

域の観光空掃を察内しました

0月 6日 (日)超 大型台日の影客われま配された中での開催てした

が 当日はや空の下で楽市を開くことがて言ました 貫 しヽ物 ミニ

コンサート 楽布法語等で楽ししヽ時間を過ごすことがてまました

現在行われている本徳寺御毎復事業について

始場城西の会が拠杜 している 船場本億寺の建物

のうち 本堂 家門 鐘接 大玄閣が姫絡市指定文化財

に指定されています 建震年代は古〈 17世 紀中期小

ら18世 紀中期とされています

本堂 技門 大玄間の3検 は破損が進んているため

姫路船場別院本想寺御傍復事業を策定し 現在第一エ

喜として大玄閲傍後より着手しています その後表F5と

本堂の修復を計画しています

現在夫玄PIRは解体され 別の場所で蔭複作業がされ

ているため建物のユ台だけの状態となつています
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2020年  活 動予定

◇船場御坊案市の開催

日程  Ⅲ 2月0日 (日)

時間  朝 000～ 昼Ⅲ200

◇船場御坊除夜の鐘イベント 12月01日

スマホ再リンク ORヨ ート ‐("親 成西の■ 中P

会費働八のあ開11

年会費(1000円)の納付をお願い致します。事務局 楽市受付 又は振込みで

振込先/幡州信用金庫 船場支店 (普)8977591

特定井営利活動法人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会
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全員募集   こ のかわら版やまち歩言 楽市などのイベント案内を重「とします。年芸養 1000円

スタッフ募集 例 会を一度のていてみませんか(毎月第四金曜日 ●10～ /場所‐西新町 西 新町スペースラボ北裸B)



船場 ・城西一温旅細新
シリーズ(21) 昭 和 ao～40年代の●吉田町 ●柿山伏

毎号に少しすつてすが 吉の船場 城西周辺の景翻写真や地□等 往情を今に伝える宝料を掲載しています

姫路はお城以外にも多くの歴史が詰まった街です

私たちの簡の雇費がわおヽると 今の街並み力(もっと揮いて見えてきますよ  (、 □「た増車‐原 に '71蜘 能 )

R● ●かけtに■

卜ヽ
ブ

1田
町
も

~・ ｀
卜、

、tA、、
、

なH

まちづくりかわら版では 兵庫県立歴史

博物館所蔵の高橋秀吉ヨレクションの

写真を中心に 昭和30～40年 頃の船

場 城西地区各町の様子を順次紹介し

ていきます

半世紀前の描場 域西の町がどんな様

子をつたの小 町にどのような歴史があ

つたのか 現在の町の様子と比本て恩

いを巡らせてみて下さい

写真 A吉 園町 (吉 回町を西望 )/昭 和43年 3月

写真の左手の建物は当時の山本鋲録所ですが この虐物は戦前には日本酒「挑

菊」の酒薩てした モの後モの建物だけはそのまま鉄鋼所に利用されていました

酒蔵があつたようこ ,雷造りこも適した皮質の水源があり同じ町内に今も宮草してい

る味噌屋さんて1ま今てもその水が使われています

写真_B柿 山伏 (柿山伏上の町 正円寺南薬車家 )/昭 和38年 )

写真尊車き屋提の左後方に後年の火亭て消共した円正寺本堂の屋根や寺の松の

木ポ写つています 皐車の家屋は姫蕗市の中心地近くとしては当時でも珍しく 昭和

40年半ば頃まて存在していたようこ記憶しています


